
▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）

▶行政相談（※）
　日時：４月19日（水） 

午後1時～３時
　場所：役場別棟2階 会議室(南)

（企画財政課 ☎275-8154）

▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く

　日時：祝日を除く火・水・木の
午前9時～午後4時＊ 

　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）

▶結婚相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）

▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：４月14日（金）・28日（金）
　　　　午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉介護課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。

▶ボカシつくり会
　日時：４月21日（金）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/site/chocho/
　5151.html
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、中止となる場合があります。

　事前にお問い合わせください。
令和５年度
軽自動車税（種別割）減免申請のお知らせ

【障害者等減免】
　身体障害者手帳または、精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの方が所有する軽自動車等で、15ページ
表の対象者等について申請する事により、軽自動車税（種別割）が減免されます。
　減免対象は身体障害者等１人につき１台です。普通自動車税で減免を受けている方や、タクシー券の助成を受
けている方は減免を受けることはできません。

　《申請手続きに必要な持ち物》
　　１．車検証
　　２．障害者等手帳
　　３．運転者の運転免許証
　　４．マイナンバーカード又は通知カード等
　　５．�生計を一にする方が所有又は運転の場合は、軽自動車運行計画書兼誓約書

申し込み・問い合わせ　税務課（☎２７５‐８２６５）

【公益法人減免】
　公益のための直接専用する軽自動車のうち必要
と認めるもの

　《申請手続きに必要な持ち物》
　　１．車検証
　　２．団体又は法人等の規約又は定款等
　　３．社印

【構造減免】
　構造上身体障害者等の利用のために専ら供する
ためのものと認められる軽自動車

【災害減免】
　天災その他これに類する災害により罹災した場
合※交通事故は該当しません。

　《申請手続きに必要な持ち物》
　　１．車検証
　　２．�申請事由が事実であることを証明する書類

（罹災証明書等）

【生活保護減免】
　福祉事務所長が発行する軽自動車等の使用承
認を受けている軽自動車等

申請期間　令和５年４月３日（月）～５月24日（水）まで
　　　　　　　※�申請期間を過ぎると令和５年度分は減免されません。

運転者 所有者 使用目的

障害者本人 障害者 目的は問わない

障害者と住居および
生計を一にする者

障害者
身体障害者の

1. 通院
2. 通学
3. 通所

　4. 生業等

障害者と住居および生計を一にする者

障害者を常時
介護する者

障害者

障害者と住居および生計を一にする者
( 未成年者若しくは 70 歳以上の者に限る )

生計を一にする方が運転する場合、減免申請する自動車を専ら身体障害者等の通学・通院・
通所又は生業(通勤を含む)のために、週3日以上若しくは総使用日数(走行距離)の50％以上
を使用していることが必要です。

運転者・所有者・使用目的の関係

障害区分

障害の級別

本人運転の場合
家族運転

常時介護者運転

視覚障害 １級～４級 左に同じ

聴覚障害 ２級・３級 左に同じ

平衡機能障害 ３級 左に同じ

音声機能障害 ３級 ( 咽頭摘出による音声
機能障害がある場合に限る ) ―

上肢不自由 １級・２級 左に同じ

下肢不自由 １級～６級※ １級～３級

体幹機能障害 １級～３級・５級 １級～３級

乳幼児期以前の非進行性　
脳病変による運動機能障害

上肢機能 １級・２級 左に同じ

移動機能 １級～６級 １級～３級

心臓機能障害 １級・３級 左に同じ

腎臓機能障害 １級・３級 左に同じ

呼吸器機能障害 １級・３級 左に同じ

膀胱・直腸機能障害 １級・３級 左に同じ

小腸機能障害 １級・３級 左に同じ

免疫機能障害 １級～３級 左に同じ

肝臓機能障害 １級～３級 左に同じ

療育手帳所持者 ( 紺 ) ― Ａ

精神障害者保健福祉手帳所持者 ( 緑 ) ―
１級 ( 自立支援医療
受給者証の交付を受
けている人に限る )

毎年４月１日時点での適用範囲の方が減免対象となります。
※身体障害者手帳下肢不自由においては、7級に該当する障害が2以上重複する場合は６級

とし、本人運転に限り減免の対象となります。

軽自動車税(種別割)減免の対象となる身体障害者等の等級

●前年度から継続して申請する場合（継続減免） ※災害減免は除く
　前年度に減免が承認された方には、４月下旬に「軽自動車税（種別割）減免申請書（継続）」をご自宅へ郵送いたします。
ただし、車両変更やナンバー変更した場合は新規に申請が必要です。
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と
向
か
う
感
染
症
対
策
の
中
で
、
行

事
に
つ
い
て

も
検
討
し
な

が
ら
最
善
の

形
を
目
指
し
、

取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
機
会
あ
る

ご
と
に
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

２
月
の
第
３
回
学
校
運
営
協
議
会

で
は
、
令
和
４
年
度
の
学
校
関
係
者

評
価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
校
全
体

の
成
果
と
課
題
を
確
認
し
、
そ
れ
を

次
年
度
の
学
校
経
営
の
方
針
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
広
報
が
届
く
こ
ろ
に
は
、
令

和
５
年
度
が
始
ま
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
を
迎

え
、
子
ど
も
た
ち
も
新
年
度
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
10 

年
目
の
節
目
を
迎
え
る
令
和
５
年
度

も
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
と
し

て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.287　 令和 5 年 4 月号

◎
１
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
２
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項

•
1
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
状
況

と
学
校
行
事
等
に
つい
て

•
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
児
童
生
徒
の
生

活
実
態
の
把
握
に
つい
て

•
年
度
末
教
職
員
の
人
事
異
動
につい
て

•
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
在
り
方

に
つい
て

•
教
員
の
働
き
方
改
革「
定
時
退
勤

日
」の
取
り
組
み
に
つい
て

•
押
原
中
学
校
増
築
準
備
工
事
の
進

捗
状
況
に
つい
て

•
令
和
５
年
度
新
入
学
児
童
生
徒
数

に
つい
て

•
学
校
行
事
に
お
け
る
旅
行
業
者
選

定
に
つい
て

•
昭
和
町
総
合
教
育
会
議
に
つ
い
て

他
生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•
令
和
５
年「
昭
和
町
二
十
歳
の
つ
ど

い
」の
報
告
に
つい
て

•
主
な
事
業
予
定
に
つい
て 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
新
年
度
当
初
予
算
、査
定
の
日
程
に

つ
い
て 

他

　

お
昼
休
み
に
は
、
た
て
わ
り
班
ご

と
に
行
う
「
お
別
れ
タ
イ
ム
」
と

い
う
会
が
あ

り
ま
し
た
。

在
校
生
た
ち

か
ら
６
年
生

に
、
心
の
こ

も
っ
た
色
紙

や
メ
ダ
ル
を

渡
す
と
と
も
に
、
一
言
ず
つ
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
あ
た
た
か
く

ほ
ん
わ
か
す
る
シ
ー
ン
で
し
た
。

　

来
年
度
の
登
校
班
と
役
員
を
決
め

る
各
地
区
の
会
議
が
、
３
密
対
策
を

講
じ
な
が
ら
常
永
小
体
育
館
や
地
区

の
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夜

間
開
催
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
回
、
い
く
つ
か
の
地
区
で
は
食

生
活
改
善
推
進

員
の
皆
さ
ま
か

ら
「
よ
り
よ
い

食
生
活
の
在
り

方
」
に
つ
い
て

お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
に
は
新
入
生
説
明
会
が

あ
り
ま
し
た
。
一
見
中
学
生
に
は
関

係
の
な
い
行
事
の
よ
う
に
思
え
る
の

で
す
が
、
押
原
中
学
校
で
は
こ
の
新

入
生
説
明
会
の
中
で
、
１
年
生
が
小

学
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
前
に
学

年
合
唱
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
１

年
生
は
入
学

以
後
初
め
て

年
下（
後
輩
）

の
前
に
立
つ

こ
と
に
な
り

ま
す
。
６
年

生
に
と
っ
て

は
、
中
学
校

で
一
年
間
過
ご
す
と
ど
ん
な
ふ
う
に

成
長
で
き
る
の
か
が
わ
か
る
と
同
時

に
、
１
年
生
に
と
っ
て
は
先
輩
と
し

て
の
プ
ラ
イ
ド
や
自
覚
を
持
ち
、
実

際
に
そ
れ
を
示
す
良
い
機
会
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

こ
こ
３
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
で
き
な
い
行
事
や
取
組
が
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
日
常
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

教
科
の
授
業
以
外
に
も
多
く
の
学
び

の
機
会
が
あ
る
押
原
中
学
校
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
テ
ー
マ
は
、
常
永
小
で
６
年

間
深
め
た
絆
を
も
と
に
、
こ
の
先
、

辛
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
お
互
い
助
け
合
っ
て
乗
り
越
え
た

り
、
楽
し
い
こ
と
、
う
れ
し
い
こ
と

を
一
緒
に
分
か
ち
合
っ
た
り
し
な
が

ら
、
明
る
く
輝
か
し
い
未
来
へ
羽
ば

た
い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

在
校
生
の
総
力
を
挙
げ
て
、
６
年

生
を
送
る
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ｔ
Ｏ 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
を
大
切
に
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
と
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開

催
で
す
。
６
年
生
に
は
会
場
に
常

駐
し
て
も
ら
い
、
在
校
生
が
交
代

で
入
場
す
る
方
式
を
取
り
ま
し
た
。

在
校
生
の
素

晴
ら
し
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
６
年
生

は
大
感
激
。

大
き
な
拍
手

を
贈
っ
て
い

ま
し
た
。

　

三
学
期
は
わ
ず
か
３
カ
月
。
登
校

日
数
は
40
数
日
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
短
い
学
期
で
あ
り
な
が
ら

行
事
や
取
組
が
た
く
さ
ん
あ
る
学
期

で
も
あ
り
ま
す
。

　

２
月
２
日
に
は
２
年
生
の
ス
キ
ー

教
室
が
あ
り
ま
し
た
。
以
前
に
比
べ

ス
キ
ー
教
室
を
実
施
す
る
学
校
が

減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
町
内
の
小
中

学
校
で
は
し
っ
か
り
と
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。
日
常
で
は
あ
ま
り
触
れ

る
こ
と
が
な
い
自
然
の
中
で
行
う
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
未
知
の
経

験
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
学

び
を
得
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
ス
キ
ー
教
室
で
も
、
多
く
の

生
徒
が
い
き
い
き
と
し
た
表
情
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

天
候
に
恵
ま

れ
、
学
ぶ
こ

と
・
出
来
る

よ
う
に
な
る

こ
と
の
楽
し

さ
を
実
感
し

て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　

令
和
４
年
度
最
後
の
授
業
参
観

を
、
学
年
ご
と
に
実
施
し
ま
し
た
。

１
年
生
は
雪
の
中
の
授
業
参
観
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
保
護
者
の
方
に
参
観
い
た
だ
き

「
も
う
す
ぐ
２
年
生
」
の
発
表
を
し

ま
し
た
。４
年
生
は「
十
歳
の
集
い
」、

６
年
生
は
「
今
、
私
は
、
ぼ
く
は
」

の
発
表
等
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
、
形

こ
そ
異
な
り
ま
し
た
が
、
一
年
間
の

学
習
の
ま
と
め
を
発
表
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
一
時
間
の
授
業
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
児
童
の
成
長
し
た

様
子
を
見
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
の

皆
さ
ま
か

ら
嬉
し
い

感
想
を
い

た
だ
き
ま

し
た
。

　

３
月
３
日
に
は
「
６
年
生
を
送
る

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
年
生
を

中
心
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
６
年
生

に
感
謝
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
学
校
生
活
も
３
年
と
な
る

中
で
、
様
々
な
工
夫
を
す
る
こ
と
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。
新
た
な
段
階
へ

　

本
校
で
は
、
地
球
・
世
界
規
模
で

考
え
、
地
域
・
足
元
か
ら
行
動
で
き

る
グ
ロ
ー
カ
ル
な
子
ど
も
の
育
成
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

音
楽
の
学
習
で
は
、
和
楽
器
を
取

り
扱
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
こ

れ
か
ら
の
時
代
、
日
本
の
音
楽
の
素

晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
に
大
き

な
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
５
年
生
に
お
い
て
は
、

「
日
本
の
音
楽
に
親
し
も
う
」
と
い

う
単
元
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
学
習
の
一
環
と
し
て
、
三
味

線
の
演
奏
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
学

区
内
に
あ
る
「
菊
岡
ま
つ
乃
」
の
松

野
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
三
味
線
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
、
三
味
線
奏
者

の
福
嶋
孝
顕

様
を
講
師
に

招
い
て
実
施

し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の

児
童
が
初
め

て
三
味
線
に

触
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、
大
変
貴
重
な
勉
強
と
な

り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
三
味
線
の
成
り
立
ち

な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い

た
後
、
演
奏
の
体
験
に
移
り
ま
し

た
。
三
味
線
は
バ
チ
を
使
っ
て
演
奏

し
ま
す
が
、
こ
の
バ
チ
の
扱
い
が
と

て
も
難
し
く
、
子
ど
も
た
ち
は
バ
チ

の
持
ち
方
や
音
の
出
し
方
に
戸
惑
っ

て
い
ま
し

た
。
徐
々
に

慣
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
、

「
ほ
た
る
こ

い
」
の
演
奏

に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。
音
程
や

バ
チ
の
扱
い
を
一
音
ず
つ
確
認
し
な

が
ら
繰
り
返
し
練
習
し
、
み
ん
な
で

合
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
習
の
最
後
に
は
、
福
嶋
様
に
よ

る
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
と
「
津
軽
じ
ょ

ん
か
ら
節
」
の
演
奏
を
聴
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
三
味
線
の
素
晴
ら

し
さ
を
実
感
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て

い
ま
し
た
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

 

６
年
生
を
送
る
会
大
成
功
！

「
常
永
小
の
絆
を
胸
に　
　

　

未
来
へ
は
ば
た
け
６
年
生
」

押
原
小
学
校

西
条
小
学
校

常
永
小
学
校

押
原
中
学
校

教
育
委
員
会

三
味
線
の
演
奏
体
験

１
年
の
成
長
…　
　
　

授
業
参
観
を
と
お
し
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
各
地
区
会
議
開
催

三
学
期
の
押
原
中
学
校
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◦0,1,2歳児のおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽しみください。
日 時　4月20日（木）　午前11時～
対 象　0,1,2歳児とその保護者
定 員　５組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　4月1日（土）　午前10時〜

◦おはなし会
　おはなし、手遊び、絵本などをお楽しみください。
日 時　5月6日（土） 　午前11時～
対 象　幼児〜小学校低学年
定 員　５組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　4月9日（日）　午前10時〜

 図書館だより
Library Information

昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575  ☎ 275-7860  FAX 275-7870  URL https://www.lib.showacho.ed.jp/

No.155

 

『おとがあふれて
オムライス』

『クーちゃんと
ぎんがみちゃん』 『マスク越しのおはよう』

夏目 義一／さく
福音館書店

北川 佳奈／作
くらはし れい／絵

岩崎書店

山本 悦子／著
田中 海帆／絵

講談社

　オムライスを作るおんなの子と
お父さん。切ったり、混ぜたり、炒
めたり。それぞれの料理の工程で、
色々な音が聞こえてきます。
　読んだあとに、お子さまとオムラ
イスを作ってみませんか。

　カカオの町にくらす板チョコの
クーちゃんと仲良しのぎんがみ
ちゃん。春は散歩と贈り物、夏は海
水浴、秋は落ち葉を踏みしめて踊り、
冬はガラガラを引きに商店街へ。
　ふたりのとろけるような楽しい
日々のおはなしです。

　コロナ禍の臨時休校が明けた中
学校。悩みを抱える同じクラスの 5
人。それぞれの思いが交差し、友達
や家族に支えられて、悩みを乗り越
えてゆく過程が描かれています。
　変わってしまった世界に光が差
し込んでゆくような物語です。

◦4月の休館日
3日（月）、10日（月）、
17日	（月）、24日（月）、
28日（金・月末整理日）、
29日（土・祝日）、

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。電話か図書館カウンターにて承ります。
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては中止になる場合があります。

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.179

　
町
で
は
、毎
年
４
月
29
日
昭
和
の
日
に
、押
原
公

園
に
て
、環
境
啓
発
イ
ベ
ン
ト『
エ
コ
し
ょ
う
わ
』を

開
催
し
て
い
ま
す
。家
族
皆
さ
ま
で
楽
し
み
な
が

ら
、環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、組
回
覧
で
配
布
し
ま
し
た
、チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
29
日（
祝
・
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

会
場　
押
原
公
園（
ゆ
め
パ
ー
ク
し
ょ
う
わ
）

食
べ
物
コ
ー
ナ
ー

た
く
さ
ん
遊
ん
で
、お
腹
が
減
っ
て

も
大
丈
夫
！
美
味
し
く
環
境
に
優
し

い
、食
べ
物
が
集
ま
り
ま
し
た
！

環
境
に
や
さ
し
く
な
れ
る
イ
ベ
ン
ト

廃
材
を
利
用
し
た
工
作
や
、オ
リ
ジ

ナ
ル
マ
イ
バ
ッ
グ
作
成
な
ど
環
境
に

つ
い
て
考
え
な
が
ら
楽
し
め
る
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
あ
る
の
で

集
め
て
記
念
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

※４月の粗大ごみの日は、４月24日（月）になります。当日の朝6：30 ～ 8：30の間に昭和町総合体育館の駐車場に出してください。
そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

『
エ
コ
し
ょ
う
わ
２
０
２
３
』開
催
し
ま
す
！

引
っ
越
し
等
で
、
大
量
に

ご
み
を
排
出
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

　

３
月
～
４
月
は
、引
っ
越
し
等
で
大
量
に
ご
み
を
排
出

さ
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。粗
大
ご
み
の
出
し
方

に
つ
い
て
は
、広
報
３
月
号
と
同
時
配
布
の
、『
ご
み
収
集
·
リ
サ
イ
ク

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
』ま
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
通
常
の
家
庭
系
の
ご
み
を
大
量
に
排
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、清
掃
セ
ン

タ
ー
（
中
央
市
）へ
直
接
持
ち
込
ん
で
処
分
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。町

民
の
方
は
、役
場
か
ら
発
行
さ
れ
る
許
可
証
で
無
料
で
搬
入
で
き
ま
す
の

で
、ご
利
用
の
際
に
は
、事
前
に
、ご
み
を
車
等
に
積
ん
で
役
場
環
境
経
済

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
【 

清
掃
セ
ン
タ
ー
搬
入
時
間 

】

　
　
平
日　
午
前
９
時
～
11
時
30
分　
　
午
後
１
時
～
４
時

【
町
で
回
収
で
き
な
い
粗
大
ご
み
】

　
テ
レ
ビ
·
エ
ア
コ
ン
·
冷
蔵
庫
·
洗
濯
機
は
、町
で
は
回
収
で
き
ま
せ

ん
。お
近
く
の
郵
便
局
に
置
い
て
あ
る
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
で
料
金
を
お

支
払
い
の
上
、指
定
取
引
場
所（
都
留
貨
物
自
動
車
甲
府
支
店
·
日
通
山

梨
運
送
）に
、お
持
込
み
く
だ
さ
い
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
教
室
受
講
者
募
集
中（
定
員
30
名
）

牛
乳
パ
ッ
ク
を
回
収
し
ま
す
！

牛
乳
パ
ッ
ク
を
洗
っ
て
開
い
て

乾
か
し
て
パ
ル
シ
ス
テ
ム
山
梨

の
ブ
ー
ス
に
お
持
ち
込
み
く
だ

さ
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
i
e
c
o
く
じ
で

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
当
て
ま

し
ょ
う
！ エ

コ
し
ょ
う
わ

一
部
企
画
紹
介

　

エ
コ
し
ょ
う
わ
の
催
し
の
一
つ
と
し
て「
緑
の
カ
ー
テ
ン
教
室
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。参
加
は
町
民
の
方
限
定
で
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。感
染
症
対
策
の
た
め
、極
力
マ
ス
ク
の
着
用

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

講　

   

師　
城
野 

仁
志 

氏（
山
梨
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
）

時　

   

間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分（
１
時
間
程
度
を
予
定
）

締
め
切
り　
４
月
20
日（
木
） ※
先
着
順

そ 

の 

他　
当
日
は
開
会
式
が
あ
り
ま
す
の
で
、午
前
10
時
に
メ
イ
ン

会
場
奥
の
休
憩
テ
ン
ト
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　
環
境
経
済
課（
☎
２
７
５
‐
８
３
５
５
）
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※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職
票
等
を

　

持
参
す
る
と
、
失
業
特
例
が
適
用
さ
れ
る

　
免
除
申
請
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

�

20
歳
に
な
っ
た
ら
日
本
年
金
機
構
か

ら
納
付
書
等
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

学
生
で
収
入
が
な
く
、
保
険
料
の
納

付
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
良

い
で
す
か
。

　
　
　

�

送
付
さ
れ
た
書
類
の
中
に
「
学
生
納

付
特
例
制
度
の
申
請
書
」
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
を
ご
持
参
し
て
、
申
請
書
を
役

場
町
民
窓
口
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
来
庁
が
難
し
い
方
は
、

同
封
の
「
返
信
用
封
筒
」
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
　
　

�

保
険
料
免
除
制
度
ま
た
は
学
生
納
付

特
例
制
度
の
申
請
を
し
ま
し
た
が
そ

の
後
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　
　

�　

�

日
本
年
金
機
構
が
所
得
等
か
ら
審
査

を
完
了
す
る
ま
で
に
２
、３
カ
月
ほ
ど

の
お
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
結
果

が
届
く
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
な

お
、
お
手
元
の
納
付
書
は
結
果
が
届

く
ま
で
の
間
、
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

役
場
町
民
窓
口
課
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

竜
王
年
金
事
務
所
（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その220国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　	【昭和町社会福祉協議会ホームページ】	 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1	 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 308 号

令
和
５
年
度

 

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
額
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
に
お
い
て
は
、
一
定
期
間

の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
に

よ
り
保
険
料
が
割
引
と
な
る
「
前
納
制

度
」
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
お
け
る
国
民
年
金
保

険
料
の
前
納
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
！
】

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌

月
末（
例
え
ば
４
月
分
は
５
月
末
ま
で
）

で
す
。
未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、

強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を

行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付

が
な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方

の
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
期
限
ま
で
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

�　

�

会
社
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
の
保
険
料

が
掛
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

　
　

�　

�

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
資
格
喪
失
証
明
書
等
を
持

参
し
て
役
場
町
民
窓
口
課
で
お
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

�

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、

会
社
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し

ま
し
た
。
国
民
年
金
の
喪
失
手
続
き
は

必
要
で
す
か
。

　
　

�　

�

厚
生
年
金
に
加
入
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
自
動
的
に
国
民
年
金
の
資
格

が
喪
失
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
続
き

は
不
要
で
す
。

　
　
　

�

所
得
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し

た
ら
良
い
で
す
か
。

　
　

�　

�

所
得
が
少
な
い
と
き
や
、
失
業
等
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
で
き
な
い

場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
役
場
町
民
窓
口
課
で

お
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
よ
く
あ
る

質
問
に
お
答
え
し
ま
す

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
は
、住
民
主
体
の
理
念
に
基
づ
き
、地
域
に
あ
る
様
々
な
課

題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
活
動
を
通
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
地
域
へ
の

働
き
か
け
を
推
進
す
る
中
核
的
組
織
で
す
。

　

ま
た
、地
域
住
民
の
方
や
地
域
の
組
織
・
団
体
の
方
、社
会
福
祉
施
設
等
の
社
会
福

祉
関
係
者
及
び
保
健
・
医
療
・
教
育
な
ど
関
係
機
関
の
参
加
・
協
力
の
も
と
、地
域
の

皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現

を
目
指
し
、様
々
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

〈 

広
報
・
啓
発 

〉

○	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

○	

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
事
業

○	

社
協
だ
よ
り「
ま
ご
こ
ろ
」の
発
行

○	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り
の
発
行

〈 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
・
活
動
支
援 

〉

○	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

○	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業　

○	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
の
運
営
・
推
進

○	

災
害
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
体
制
の
整
備

〈 

健
康
づ
く
り
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

〉

○	

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

○	

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
事
業

○	

運
動
指
導
事
業

○	

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

○	

軽
度
生
活
援
助
事
業

○	

住
民
参
加
型
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

○	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
移
送
サ
ー
ビ
ス

○	

福
祉
車
両
の
貸
出
事
業

○	

車
い
す
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
品
等
の

備
品
貸
出
事
業

○	

笑
輪
社
協
の
ア
ト
リ
エ
事
業

〈 

交
流
促
進 

〉　

○	

社
協
サ
ロ
ン
事
業

○	

I
K
U
Z
O
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

○	

高
齢
者
の
映
画
鑑
賞
会

○	

社
協
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

○	

多
世
代
間
交
流
会

〈 

相
談
支
援 

〉

○	

総
合
相
談
・
支
援
事
業

〈 

経
済
的
支
援 

〉

○	

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

○	

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

〈 

所
管
事
務
局 

〉

○	

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

○	

町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○	

町
赤
十
字
奉
仕
団

○	

町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会

○	

町
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会

○	

町
障
が
い
者
福
祉
会

○	

町
遺
族
会

○	

町
結
婚
相
談
所

○	

共
同
募
金
会
昭
和
町
分
会

○	

日
本
赤
十
字
社
昭
和
町
分
区

○	

町
災
害
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

事
業
内
容 

※
一
部
抜
粋　

令
和
5
年
度 

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
概
要

町
社
会
福
祉
協
議
会

会
費
納
入
の
お
願
い

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

皆
さ
ま
か
ら
の
会
費
は
地
域
福
祉
活
動
を
行
う
た
め
の
貴
重
な
自

主
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
り
充
実
し
た
事
業
の
推
進
と
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
地
域
福
祉
活
動
推
進
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
会
費
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　

○
一
般
会
員
（
各
世
帯
）  

…　

１
口　

８
０
０
円

　
　

○
団
体
会
員
（
社
会
福
祉
関
係
機
関
・
団
体
・
施
設
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…　

１
口　

2
0
0
0
円
以
上

　
　

○
特
別
会
員
（
篤
志
家
、
企
業
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…　

１
口　

１
0
0
0
円
以
上

国民年金保険料の額
（令和５年度）

１カ月

16,520 円
（令和 6 年度は１カ月 16,980 円）

6 カ月前納
（令和 5 年 4 月〜同年 9 月分または
　令和 5 年 10 月〜令和 6 年 3 月分）

1 年前納
（令和 5 年 4 月〜
　令和 6 年 3 月分）

2 年前納
（令和 5 年 4 月〜
　令和 7 年 3 月分）

口座振替の場合 97,990 円
［ 1,130 円 ］

194,090 円
［ 4,150 円 ］

385,900 円
［ 16,100 円 ］

納付書納付
クレジットカードの場合

98,310 円
［ 810 円 ］

194,720 円
［ 3,520 円 ］

387,170 円
［ 14,830 円 ］

●前納する場合の保険料額　※［ ］は毎月納める場合より割り引かれる額

※口座振替とクレジットカードによる 6 か月（4 〜 9 月分）・1 年・2 年前納の申込期限は令和 5 年 2 月末で終了しています。納付書納付
での前納をご希望の方は、日本年金機構から送付される前納用（6 カ月または 1 年前納）の納付書で納めてください（納付書納付での
2 年前納をご希望の方は、令和 5 年 4 月中に竜王年金事務所にお申し出ください）。

Q1Q2Q3

Q4A4Q5A5

A1A2A3

【ふれあい教室】
  6 日 ( 木 ) 　ストレッチ 
11 日 ( 火 ) 　音楽療法
13 日 ( 木 ) 　3B 体操 
18 日 ( 火 ) 　脳トレ体操
27 日 ( 木 ) 　リンパ体操

【健康体操教室】
27 日 ( 木 ) 

※各事業、事前申し込み制です。

4 月の予定

21   広報昭和 No.546 広報昭和 令和 5 年 4 月号   20



問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　子どもを犯罪被害から守るためには、家庭や学校、地域ぐるみでの防犯対
策が重要です。
　そのためには、子どもに対し地域で温かく見守る目と犯罪企図者（これか
ら何らかの犯罪を行おうとしている者）に犯行の機会を与えない「隙のない
街づくり」が大切です。
　また、子どもに対する被害防止教育を繰り返し行い、子どもが自分で自分
の身を守るための力を身につけさせましょう。
　警察では、各小学校における防犯教室・防犯指導において、児童たちに「イ
カのおすし」を合い言葉に被害防止教育を行っています。

　イカ……「行かない」（知らない人について行かない）
　 の… …「乗らない」（知らない人の車に乗らない）
　 お… …「大声で叫ぶ」（「助けて」と大きな声をだす・防犯ブザーを鳴らす）
　 す… …「すぐ逃げる」（怖かったら大人のいる方にすぐ逃げる）
　 し… …「知らせる」（どんな人が何をしたか、家の人等に知らせる）
　また、声掛けなどの不審者情報等を、「いつでも」「どこでも」「いち早く」
情報提供するため、皆さんの携帯電話等にメール配信する「ふじ君安心メー
ル」サービスを行っています。
　散歩や買い物等の外出時のパトロールやあいさつ運動等、子どもが一人
にならない地域づくり、犯罪者を寄せ付けない地域力のある街づくりを推
進し、県民一丸となって安全で安心な山梨県を築きましょう。

新入学児童等の犯罪被害防止「イ
・ ・ ・ ・ ・ ・

カのおすし」

ふじ君安心メール登録（携帯電話）アドレス
 https://fujikun-anshin.police.pref.yamanashi.jp/fujikun_m/regist.aspx

コ
ロ
ナ
禍
、
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
に
な
っ
て

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会　
萩
原 

真
琴
（
河
西
区
）　

No.222

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

私
の
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
と
し
て
の
活

　

私
の
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
と
し
て
の
活

動
も
３
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

動
も
３
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

制
限
の
な
か
、
皆
さ
ん
も
こ
れ
ま
で
に
様
々
な

制
限
の
な
か
、
皆
さ
ん
も
こ
れ
ま
で
に
様
々
な

出
来
事
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

出
来
事
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
夫
、
小
学
校
６
年
生
と
２
年
生
、
幼

　

私
は
、
夫
、
小
学
校
６
年
生
と
２
年
生
、
幼

稚
園
の
年
中
と
２
歳
の
４
人
の
子
ど
も
が
い
る

稚
園
の
年
中
と
２
歳
の
４
人
の
子
ど
も
が
い
る

６
人
家
族
で
す
。
昨
年
は
末
っ
子
以
外
の
５
人
が

６
人
家
族
で
す
。
昨
年
は
末
っ
子
以
外
の
５
人
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
タ
イ
ミ
ン

コ
ロ
ナ
に
感
染
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
感
染
し
た
た
め
、
濃
厚
接
触
者
の
末
っ
子

グ
で
感
染
し
た
た
め
、
濃
厚
接
触
者
の
末
っ
子

は
１
カ
月
間
保
育
園
に
も
行
け
ず
に
い
ま
し
た
。

は
１
カ
月
間
保
育
園
に
も
行
け
ず
に
い
ま
し
た
。

次
第
に
療
養
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
制
度
も
変
わ

次
第
に
療
養
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
制
度
も
変
わ

り
ゆ
く
な
か
、

り
ゆ
く
な
か
、
1212
月
に
は
年
の
締
め
く
く
り
で

月
に
は
年
の
締
め
く
く
り
で

子
ど
も
２
人
が
２
度
目
の
感
染
。「
も
う
勘
弁
し

子
ど
も
２
人
が
２
度
目
の
感
染
。「
も
う
勘
弁
し

て
…
」と
い
う
の
が
本
音
で
し
た
。
こ
の
間
、夫
が

て
…
」と
い
う
の
が
本
音
で
し
た
。
こ
の
間
、夫
が

単
身
赴
任
で
し
た
の
で
、
手
一
杯
で
日
々
過
ご

単
身
赴
任
で
し
た
の
で
、
手
一
杯
で
日
々
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、

　

そ
ん
な
な
か
、
私
は
勤
め
て
い
た
介
護
職
を

私
は
勤
め
て
い
た
介
護
職
を

辞
め
、
昨
年

辞
め
、
昨
年
1212
月
か
ら
在
宅
ワ
ー
ク
に
切
り
替

月
か
ら
在
宅
ワ
ー
ク
に
切
り
替

え
ま
し
た
。

え
ま
し
た
。
学
童
保
育
を
利
用
し
て
い
た
姉
弟

学
童
保
育
を
利
用
し
て
い
た
姉
弟

は
一
緒
に
学
校
か
ら
帰
っ
て
来
る
よ
う
に
な
り
、

は
一
緒
に
学
校
か
ら
帰
っ
て
来
る
よ
う
に
な
り
、

幼
稚
園
に
替
え
た
子
ど
も
は
バ
ス
で
通
園
す
る

幼
稚
園
に
替
え
た
子
ど
も
は
バ
ス
で
通
園
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
末
っ
子

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
末
っ
子

と
は
仕
事
の
傍
ら
自
宅
で
一
緒
に
過
ご
し
て
い

と
は
仕
事
の
傍
ら
自
宅
で
一
緒
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
を
習
い
事
に
送
っ
て
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
子
ど
も
を
習
い
事
に
送
っ
て
あ
げ
ら
れ

た
り
、
ス
ポ
少
の
見
守
り
が
で
き
た
り
と
、
子

た
り
、
ス
ポ
少
の
見
守
り
が
で
き
た
り
と
、
子

ど
も
た
ち
と
の
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
も

ど
も
た
ち
と
の
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
も

父
母
の
協
力
が
あ
る
か
ら
で
き
る
こ
と
で
、
都

父
母
の
協
力
が
あ
る
か
ら
で
き
る
こ
と
で
、
都

合
が
つ
か
な
い
と
き
は
、
町
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

合
が
つ
か
な
い
と
き
は
、
町
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
昭
和
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ポ
ー
ト
昭
和
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
活
動
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の

　

委
員
会
の
活
動
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
西
条
小
学
校
２
年
生
へ
の
出
前
授
業
で
す
。

は
、
西
条
小
学
校
２
年
生
へ
の
出
前
授
業
で
す
。

委
員
会
の
先
輩
方
と
相
談
し
な
が
ら
資
料
を
作

委
員
会
の
先
輩
方
と
相
談
し
な
が
ら
資
料
を
作

り
、
完
成
し
た
資
料
が
学
校
の
ス
ク
リ
ー
ン
に

り
、
完
成
し
た
資
料
が
学
校
の
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
た
時
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

映
し
出
さ
れ
た
時
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

今
年
は
２
年
生
に
な
っ
た
長
男
の
い
る
学
校
に

今
年
は
２
年
生
に
な
っ
た
長
男
の
い
る
学
校
に

も
出
前
授
業
に
行
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

も
出
前
授
業
に
行
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　　

コ
ロ
ナ
禍
で

コ
ロ
ナ
禍
で
私
も
家
族
も
生
活
ス
タ
イ
ル
が

私
も
家
族
も
生
活
ス
タ
イ
ル
が

変
わ
り
ま
し
た
が
、
助
け
た
り
助
ら
れ
た
り
と

変
わ
り
ま
し
た
が
、
助
け
た
り
助
ら
れ
た
り
と

互
い
の
協
力
や
理
解
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

互
い
の
協
力
や
理
解
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
体
調
不
良
や
用
事
が
重
な
り
、
委
員

子
ど
も
の
体
調
不
良
や
用
事
が
重
な
り
、
委
員

会
の
会
議
に
出
席
で
き
な
い
こ
と
も
何
度
か
あ

会
の
会
議
に
出
席
で
き
な
い
こ
と
も
何
度
か
あ

り
ま
し
た
が
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
皆
さ
ん

り
ま
し
た
が
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
皆
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
、
今
年
度
も
推
進
委
員
と
し

と
協
力
し
な
が
ら
、
今
年
度
も
推
進
委
員
と
し

て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　電話詐欺とは、被害者に電話を
かけるなどして対面することな
く信頼させ、現金等をだまし取る
犯罪の総称をいいます。

オレオレ詐欺
　親族、警察官、弁護士等を装い、親族が起こし
た事件・事故に対する示談金等を名目に金銭
等をだまし取る手口です。

相手がこれを言ったら詐欺
　「会社のお金を落としてしまった（使い込ん
でしまった）。今日中にお金が必要なんだ。代わ
りに同僚（または上司）がお金を取りに行くよ」
→受け子（犯人）がお金を引き取りに来るので、 

本物のお子さんは来ません。

だまされないためには
・電話でお金の話が出たら、一旦電話を切り、す

ぐに家族などに相談。
・有料防犯電話や留守番電話機能を活用する。
・事前に家族の合言葉を決めておく。
・あなたが知っている子どもや孫の電話番号に

電話して確認する。

電話詐欺の被害防止

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

内
科
学
講
座
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
学
教
室　
助
教 

花
井 

俊
一
朗　

女
性
に
多
い
膠こ

う
げ
ん
び
ょ
う

原
病 

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス(

Ｓ
Ｌ
Ｅ)

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　

膠
原
病
と
は
、
皮
膚
や
関

節
、
血
管
、
内
臓
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
に
炎
症
・
変
性
を
起

こ
す
病
気
の
総
称
で
、
単
一
の

病
気
を
示
す
病
名
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
免
疫
の
異
常
が
関
与
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
S
L
E
の
ほ
か
に
関
節
に
痛
み
や
腫

れ
が
出
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

S
L
E
は
、
圧
倒
的
に
女
性
に
多
く
、
男
女
比

は
１
対
９
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
年
齢

で
発
症
し
ま
す
が
、
特
に
20
～
40
歳
代
の
妊
娠

可
能
な
年
齢
の
女
性
に
多
い
病
気
で
す
。

　

S
L
E
の
症
状
は
非
常
に
多
彩
で
す
。「
全
身

性
」
と
い
う
名
の
通
り
、
発
熱
や
皮
膚
の
発
疹
、

脱
毛
、
関
節
の
痛
み
、
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど

の
ほ
か
、
腎
臓
や
神
経
、
肺
、
心
臓
、
胃
腸
、

血
液
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
に
障
害
が
あ
ら

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
す
べ
て
の
症
状
が
一
人
の
患
者
さ
ん
に
現
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
に
よ
り
症
状

の
出
方
や
程
度
に
は
幅
が
あ
り
、
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
軽
症
な
方
か
ら
、
生
命
を

脅
か
す
重
篤
な
内
臓
障
害
を
起
こ
す
方
ま
で
い

ま
す
。

　

S
L
E
の
治
療
で
は
、
症
状
や
臓
器
障
害
の

程
度
、
年
齢
、
併
存
す
る
他
の
病
気
な
ど
を
考

慮
し
て
治
療
の
方
法
を
決
定
し
ま
す
。
薬
物
療

法
が
基
本
に
な
り
ま
す
が
、
使
用
す
る
薬
剤
の

種
類
や
量
な
ど
は
、
個
々
の
患
者
さ
ん
で
異
な

り
ま
す
。
治
療
を
開
始
し
た
ら
、
症
状
や
検
査

結
果
を
み
な
が
ら
、
効
果
の
有
無
を
判
断
し
、

薬
剤
の
種
類
や
量
を
変
更
し
な
が
ら
病
気
の
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
（
寛か
ん
か
い解
）
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
副
腎
皮
質
ス
テ

ロ
イ
ド
（
グ
ル
コ
コ
ル
チ
コ
イ
ド
）
や
免
疫
抑

制
薬
、免
疫
調
整
薬（
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ク
ロ
ロ
キ
ン
）

を
組
み
合
わ
せ
て
治
療
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
炎
症
や
免
疫
異
常
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
、

重
症
度
に
応
じ
て
薬
剤
の
用
量
と
種
類
を
選
択

し
ま
す
。
初
期
は
複
数
の
薬
剤
を
使
用
し
て
病

気
の
状
態
を
沈
静
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
が
、
長
期
の
薬
剤
使
用
に
よ
り
副
作
用
が
出

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
状
態
が
安
定
化
し
た
ら

徐
々
に
薬
剤
を
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。
か
つ
て

は
ス
テ
ロ
イ
ド
だ
け
に
頼
っ
た
治
療
を
行
う
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
よ
り
良
い
治
療
効

果
を
得
る
た
め
や
副
作
用
の
観
点
か
ら
、
免
疫

抑
制
薬
や
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ク
ロ
ロ
キ
ン
を
積
極
的

に
使
用
し
、
早
期
の
ス
テ
ロ
イ
ド
減
量
を
図
り

ま
す
。
近
年
で
は
、
S
L
E
の
免
疫
異
常
を
引

き
起
こ
す
物
質
（
サ
イ
ト
カ
イ
ン
）
を
標
的
に

し
た
分
子
標
的
薬
が
開
発
さ
れ
、
治
療
は
年
々

進
歩
し
て
い
ま
す
。

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

こんにちは!愛育会です!No.191
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

子宮がんは２
・ ・ ・

種類あります
乳がんは女性ホルモンの刺激を受けてできる乳腺のがんで、
40 代後半から 60 代に多くの発症が見られます。女性にでき
るがんの中で一番多く（10 人に 1 人）、年間約 9 万人以上が
乳がんになっています。乳がんは自分で見つけられる唯一の
がんです。毎月、日を決めて自己検診をしましょう。

町で行う子宮頸がん・乳がん検診の申込は、4 月にご自宅に
配布する「昭和町健診のご案内」をご確認ください。

女性に最
・ ・ ・ ・

も多いのは乳がん

昭和町では、年齢によって「マンモグラフィ検査」「エコー検査」
のどちらかを毎年受けることができます。

愛育会では大勢の方に検診を受けてもらえるよう、声掛けを行っています。
３月の正副班長会議で女性に多いがんについて保健師から研修を受けました。

子宮頸がん
原因は HPV（ヒトパピローマウイルス）の長期
感染で、20 ～ 40 代の若い世代に増加傾向が見ら
れます。初期は自覚症状がありません。定期的
ながん検診と HPV ワクチンで予防しましょう。

子宮体がん
肥満やホルモンバランスの変化によることが多
く、50 ～ 60 代に発症率が高いですが、全世代に
増加傾向が見られます。不正出血、排尿時痛な
どが症状としてあります。

がん検診を定期的に受けることが早期発見・早期治療につながります！
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

日
時　
①
４
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

　
　
　
②
４
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
①
４
月
３
日
（
月
）
～
18
日
（
火
）

　
②
４
月
３
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・

証
明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
４
月
20
日
（
木
）

　

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始　
４
月
10
日
（
月
）
～

　
（
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他　
○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
令
和
５
年
６
月
18
日（
日
）

（
※
今
年
度
は
４
月
、
８
月
、
12
月

は
第
3
木
曜
日
、
６
月
、
10
月
、

２
月
は
第
3
日
曜
日
で
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
町
で
は
、
県
外
の
大
学
等
へ
の
進

学
に
よ
る
昭
和
町
在
住
者
の
流
出
を

防
ぎ
、
将
来
的
に
定
住
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
通
学
定
期

券
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　
町
内
居
住
者
で
、
町
内
か

ら
県
外
の
大
学
な
ど
へ
鉄
道
で
定

期
券
を
利
用
し
て
通
学
す
る
方

（
回
数
券
は
対
象
外
）

補
助
率 （
額
）

　
通
学
定
期
券
購
入
費
の
１
／
２

　
（
上
限 

月
１
万
円
）

補
助
期
間　
通
学
す
る
大
学
等
を
卒

業
す
る
ま
で
の
間

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　

町
で
は
、
18
歳
（
高
校
３
年
生
）

以
下
の
未
就
労
の
お
子
さ
ん
の
い
る

「
父
子
家
庭
」
を
対
象
に
、
食
事
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
容　
月
１
回
、
１
食
１
０
０
０
円

　
　
×
親
と
子
の
人
数

※
町
発
行
の
食
事
利
用
券
を
使
用
し

　
て
「
指
定
店
」
で
食
事

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係

（
☎
２
６
７
‐
５
２
５
５
）

　
自
立
と
生
活
の
一
層
の
安
定
を
目

的
に
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の

母
、
父
子
家
庭
の
父
、
寡
婦
の
方

日
程　
5
月
７
日
～
８
月
６
日
（
期

間
中
の
毎
週
日
曜
日
、
ワ
ー
ド
講

座
6
回
、
エ
ク
セ
ル
講
座
6
回
の

全
12
回　
午
前
9
時
～
12
時
）

場
所　
㈱
シ
ス
テ
ム
イ
ン
ナ
カ
ゴ
ミ

（
中
央
市
山
之
神
流
通
団
地
２
‐
７
‐
９
）

定
員　
10
名
（
両
講
座
受
講
可
能
）

　
　
　
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

受
講
料　
無
料

託
児　
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
有

申
込
締
切　
4
月
14
日
（
金
）

申
込
方
法

　

申
込
書
（
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
HP
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
・
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

も
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

セ
ン
タ
ー
ま
で
持
参
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み
。

h
ttp

://w
w

w
.b

o
ka

re
n

-
yam

anashi.jp/

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
／
甲
府
市
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
【（
一
財
）
山
梨
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
】

（
☎
２
５
２
‐
７
０
１
４
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
３
‐
７
０
４
６
）

　
就
業
に
有
利
な
技
能
を
習
得
す
る

こ
と
を
目
的
に
介
護
職
員
初
任
者
研

修
講
習
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

母
・
父
・
子
（
20
歳
未
満
）
及
び
寡

婦
の
方
（
全
日
程
を
出
席
で
き
る
方
）

日
程　
6
月
３
日
～
12
月
２
日
（
期

間
中
の
毎
週
土
曜
日　
午
前
9
時

30
分
～
午
後
4
時
30
分
）

場
所　
山
梨
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
甲
府
市
朝
日
４
‐
５
‐
21
）

定
員　
20
名　
※
応
募
多
数
は
抽
選

受
講
料　
７
０
０
０
円

託
児　
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
有

申
込
締
切　
５
月
２
日
（
火
）
必
着

申
込
方
法

　

申
込
書
（
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
HP
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
・
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

も
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

セ
ン
タ
ー
ま
で
持
参
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み
。

h
ttp

://w
w

w
.b

o
ka

re
n

-
yam

anashi.jp/

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
／
甲
府
市
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
【（
一
財
）
山
梨
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
】

（
☎
２
５
２
‐
７
０
１
４
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
３
‐
７
０
４
６
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

　
４
月
は
新
し
い
こ
と
を
は
じ
め
る

良
い
機
会
で
す
。
町
文
化
協
会
で
、

新
し
い
趣
味
・
仲
間
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

〇
ち
り
め
ん
細
工
部

・
活
動
日　
毎
月
第
一
月
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

・
場
所　
中
央
公
民
館 

和
室

・
会
費　
年
額
５
０
０
円

　
　
　
　
※
材
料
費
別
途

〇
コ
ー
ラ
ス
部

・
活
動
日　

毎
週
水
曜
日　
　
　
　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
場
所　
中
央
公
民
館 

講
堂

・
会
費　
月
額
２
０
０
０
円

〇
短
歌
部

・
活
動
日　

５
月
、
８
月
、
11
月
、

２
月
第
３
水
曜
日

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
場
所　
中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

・
会
費　
年
額
１
０
０
０
円

〇
絵
画
部

・
活
動
日　

毎
月
第
２・
４
金
曜
日

　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

・
場
所　
中
央
公
民
館 

工
作
室

・
会
費　
月
額
２
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
は
、
誰
も

が
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど

の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
活
動
（
社
会
教

育
活
動
）
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
小
さ
な
掛
金
で
大
き
な
補

償
が
得
ら
れ
る
公
益
目
的
事
業
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活
動
中
の
事
故

が
保
障
さ
れ
ま
す
。
町
教
育
委
員
会

で
申
込
用
紙
を
配
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
で
団
体
活
動
を
さ
れ
る
方

は
、
ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

保
険
期
間

　

令
和
５
年
４
月
１
日 

午
前
０
時

～
令
和
６
年
３
月
31
日 

午
後
12

時
ま
で

年
間
掛
金

　

一
人 

８
０
０
円
～
（
補
償
内
容

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

加
入
対
象

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
地
域
活
動
な
ど
を
行
う
４

名
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

対
象
年
齢

　
年
齢
制
限
な
し
（
た
だ
し
年
齢
に

よ
り
加
入
で
き
る
補
償
内
容
が
異

な
り
ま
す
）

対
象
と
な
る
範
囲

　

団
体
で
の
活
動
中
ま
た
は
団
体
活

動
へ
の
往
復
中

補
償
内
容

　

傷
害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、
突

然
死
葬
祭
費
用
保
険

問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
調
理

用
の
は
か
り
や
、
水
道
メ
ー
タ
ー
、

体
温
計
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
量
器

（
は
か
り
）
が
あ
り
ま
す
。

　

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
取
引
・

証
明
に
使
用
す
る
「
は
か
り
（
特
定

計
量
器
）」
は
、
検
定
証
印
等
の
付
い

た
も
の
を
使
用
し
、
２
年
に
１
度
の

周
期
で
「
定
期
検
査
」
を
受
検
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
、
昭
和
町
を
会
場
に

定
期
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、取
引・

証
明
に
特
定
計
量
器
を
使
用
し
て
い

る
方
は
、
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
22
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　
講
堂

問
い
合
わ
せ

　
環
境
経
済
課　
農
政
振
興
係

（
☎
２
７
５
‐
８
３
５
５
）

　

町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、

毎
月
２
回
程
度
の
練
習
日
を
設
け
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
部
員
募
集
も
兼
ね
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め

に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
企

画
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
不

足
の
体
を
動
か
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。男
性
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　
４
月
25
日
（
火
）

　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

場
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
体
育
館
履
き
、
タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課

（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　

中
央
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

昭
和
町
と
中
央
市
の
方
を
対
象
に
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
令
和
５
年
５
月
12
日
～

　
令
和
６
年
２
月
９
日

　
午
後
７
時
～
９
時
（
金
曜
日
36
回

土
・
日
４
回
）

場
所　
中
央
市
玉
穂
総
合
会
館

対
象　
昭
和
町
も
し
く
は
中
央
市
に

在
住
（
ま
た
は
在
勤
、
在
学
）
の

高
校
生
以
上
の
方

定
員　
30
名

費
用　
３
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
　
　
※
お
持
ち
の
方
は
購
入
不
要

協
力　
手
話
サ
ー
ク
ル
ほ
た
る
会 

他

締
め
切
り　
４
月
28
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
央
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
４
‐
０
２
９
４
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

昭
和
町
文
化
協
会

新
年
度
会
員
募
集

鉄
道
利
用
通
学
者
支
援
補
助
金

制
度
の
お
知
ら
せ

父
子
家
庭
食
事
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
支
援

パ
ソ
コ
ン
講
座

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
支
援

介
護
職
員
初
任
者
研
修
募
集

　
令
和
６
年
４
月
採
用
の
山
梨
県
警

察
官
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

春
季
試
験
（
第
１
回
目
）

・
募
集
種
別　
警
察
官
A
（
大
学
卒

業
程
度
）

・
受
付
期
間

　
４
月
17
日
（
月
）
ま
で

※
受
付
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
申
込
の
み
で
す
。

　

詳
細
は
、
山
梨
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.yam

anashi.
jp/police/p_keim

u/saiyou/
policesaiyou.htm

l

・
第
１
次
試
験
日

　
５
月
14
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ

　
南
甲
府
警
察
署 

警
務
課

（
☎
２
４
３
‐
０
１
１
０
）

　

公
式Tw

itter

ア
カ
ウ
ン
ト
に

て
、
消
防
本
部
の
取
組
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
、
皆
さ
ま
へ
の
お
知
ら
せ
な
ど

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

※
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
確
認

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
区
消
防
本
部 

総
務
課

（
☎
２
２
２
‐
１
１
９
４
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

特
定
計
量
器
の

定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

警
察
官
採
用
試
験

甲
府
地
区
消
防
本
部
公
式

T
w
i
t
t
e
r
情
報
発
信
中
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が

楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
教
室
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

〈 

５
月
の
日
程 

〉

　
８
日
（
月
）
ス
ト
レ
ッ
チ

　
16
日
（
火
）
音
楽
療
法

　
19
日
（
金
）
気
功
ス
ト
レ
ッ
チ

　
25
日
（
木
）
リ
ン
パ
体
操

　
30
日
（
火
）
脳
ト
レ
体
操

　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
講
習
室
・
相
談
室

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
　
各
30
名
ま
で
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

持
ち
物

　
①
マ
ス
ク
②
蓋
の
で
き
る
飲
み
物

参
加
申
し
込
み

　
４
月
25
日
（
火
）　
午
前
９
時
～

※
参
加
し
た
い
教
室
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
複
数
申
込
可
）

※
感
染
症
対
策
に
ご
注
意
い
た
だ

き
、
ご
自
身
の
体
調
や
感
染
者
と

の
接
触
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者

の
た
め
の
「
健
康
体
操
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
４
月
27
日

　
５
月
11
日
、
18
日
、
25
日

　
６
月
１
日
、
８
日
、
22
日
、
29
日

　
※
木
曜
日　
全
８
回

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
町
総
合
体
育
館 

ア
リ
ー
ナ

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

対
象　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

定
員　
40
名

参
加
費
　
無
料

講
師　
㈱
エ
ム
ズ
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
荻
原 
悦
子 
氏

受
付
開
始　
４
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　
（
窓
口
で
の
受
付
は
不
可
）

※
ご
本
人
が
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
に
は
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

内
容

　
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
な
ど

に
関
す
る
調
査
・
審
議
を
し
て
い

た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　
甲
府
市
の
水
道
を
使
用
し
て
い
る

18
歳
以
上
で
、
平
日
の
日
中
に
開

催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

（
町
の
特
別
職
、
常
勤
の
一
般
職
、

議
員
は
除
く
）

募
集
人
数　
若
干
名

任
期　
５
月
か
ら
10
月
（
予
定
）

募
集
期
間

　
４
月
３
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

申
込
方
法

　

甲
府
市
上
下
水
道
局
に
設
置
の

応
募
用
紙
（
甲
府
市
上
下
水
道

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
〒
４
０
０
‐
０
０
４
６　
甲

府
市
下
石
田
２
‐
２
３
‐
１
、
甲

府
市
上
下
水
道
局
経
営
企
画
課
ま

で
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

（jougekeieik@
city.kofu.

lg.jp 

）
の
い
ず
れ
か
で
（
４
月

21
日
（
金
）
必
着
）

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
上
下
水
道
局
経
営
企
画
課

（
☎
２
２
８
‐
３
３
１
９
）

（
☎
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
７
‐
４
３
３
１
）

　

昭
和
町
の
第
３
次
健
康
増
進
計

画
・
第
３
次
食
育
推
進
計
画
策
定
に

あ
た
り
、
多
く
の
方
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
に
参

画
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

①
町
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

②
健
康
づ
く
り
・
食
育
に
つ
い
て
の

ご
意
見
を
お
持
ち
で
、
年
４
回
程

度
の
委
員
会（
平
日
午
後
又
は
夜
）

に
出
席
で
き
る
方

③
本
町
の
他
の
公
募
に
よ
る
委
員
で

な
い
方

応
募
人
員　
２
～
３
名
程
度

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら

　
　
　
令
和
６
年
３
月
１
日
ま
で

応
募
方
法

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

の
他
、
左
記
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

◇
レ
ポ
ー
ト
テ
ー
マ
「
私
の
考
え
る

昭
和
町
の
健
康
づ
く
り
に
必
要
な

こ
と
」
８
０
０
字
程
度

①
郵
送
（
持
参
も
可
）

〒
４
０
９
‐
３
８
６
４

昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

昭
和
町
役
場　
い
き
い
き
健
康
課

　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
増
進
係

②
メ
ー
ル

ikiiki@
tow

n.yam
anashi-

show
a.lg.jp

選
考
方
法　
書
類
選
考　
結
果
は
文

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
締
切　
４
月
21
日
（
金
）
必
着

問
い
合
わ
せ

　
い
き
い
き
健
康
課　
健
康
増
進
係

（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
５
）

　
求
職
者
支
援
訓
練
は
、
雇
用
保
険

を
受
給
で
き
な
い
方
な
ど
を
支
援
す

る
国
の
制
度
で
、
職
業
訓
練
を
受
講

し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
早
期

就
職
の
実
現
を
目
指
す
厚
生
労
働
大

臣
認
定
の
公
的
職
業
訓
練
で
す
。

　
ま
た
、一
定
要
件
を
満
た
す
場
合
、

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

訓
練
内
容

　

O
Ａ
事
務
（
パ
ソ
コ
ン
活
用
）、

宅
建
、
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
、
Ｉ
Ｔ
、

介
護
な
ど
（
時
期
に
よ
っ
て
開
講

コ
ー
ス
の
内
容
が
異
な
り
ま
す
）

受
講
方
法

　
通
所
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
通
所
な
し
）
※
訓
練
コ
ー

ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

訓
練
期
間　
１
カ
月
～
5
カ
月

受
講
料

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
任
意
の
検

定
試
験
受
験
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

就
職
支
援

　
訓
練
期
間
中
は
も
ち
ろ
ん
、
訓
練

終
了
後
も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ

る
就
職
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府

　
（
☎
２
３
２‐
６
０
６
０
［
45
＃
］）

※
具
体
的
な
訓
練
コ
ー
ス
情
報
は
、

（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
山
梨
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

h
ttp

s://w
w

w
.je

e
d

.
go

.jp
/lo

catio
n/shib

u/
yam

anashi/jyukou.htm
l

　
昭
和
町
風
土
伝
承
館
杉
浦
醫
院
で

は
、
地
方
病
（
日
本
住
血
吸
虫
症
）

を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
後
世
に
残
す

試
み
と
し
て
、
地
方
病
の
歴
史
を
絵

本
で
紹
介
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
つ
い
て
は
、
絵
本
の
絵
を
描

い
て
い
た
だ
け
る
方
を
探
し
て
い
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
昭
和
町
風
土
伝
承
館

杉
浦
醫
院
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
風
土
伝
承
館
杉
浦
醫
院

（
☎
２
７
５
‐
１
４
０
０
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

ふ
れ
あ
い
教
室 

５
月
の
ご
案
内

健
康
体
操
教
室

求
職
者
支
援
訓
練
・
受
講
者

募
集

排出量㎏
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2月1月12月11月10月9月8月

31

27 28

常永地区押原地区西条地区

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

　２月は、先月と比較すると
全体の収集量は約 67t 減の265t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と比べて 7 ㎏減の
28 ㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 2 月分の医療費は、
約 7,946 万 3 千円（前年同
月比 11.93% の減）です。
　 特定健診は自分自身の
健康状態を確認でき、さら
に生活習慣を見直す絶好の
チャンスです！年に一度の
健診を必ず受けましょう。

❀

文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
歌

足
を
病
む
友
の
辛
さ
を
思
い
つ
つ

寒
水
仙
一
本
活
け
り

河
田
よ
し
恵

寒
か
ら
ず
夏
だ
と
い
う
の
に
あ
つ
す
ぎ
ず

キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
今
日　

我
が
身
う
る
お
す

石
原　

明
子

沢
庵
の
横
を
押
さ
え
て
こ
ろ
柿
を

体
調
気
遣
い
姉
に
送
り
ぬ

松
田　

君
江

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
思
案
の
末
に
手
続
き
せ
し
も

出
来
た
カ
ー
ド
は
抽ひ

き

出だ

し
の
中

田
中　

祥
子

◎
一
緒
に
「
短
歌
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

短
歌
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

短
歌
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

小
雪
降
る
空
を
眺
め
て
君
思
う

春
は
何
処
か
蝋
梅
の
花

小
林　

康
博

甲
府
市
水
道
料
金
等
審
議
会
の

委
員
を
募
集

昭
和
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
、

食
育
推
進
協
議
会
の
委
員
を
募
集

絵
本
の
絵
を
描
い
て
い
た
だ

け
る
方
を
探
し
て
い
ま
す

防災一口メモ　簡易トイレ事情④ 代用品を便利に使いましょう
★凝固剤の代わりに
・使わなくなった紙おむつや尿漏れパットなど、水分の吸収ができ

るもの。
・猫砂は水分を固める効果と消臭効果が高い。ただし「燃えるゴミ

で出せる」もの。
・1 月号でお勧めした新聞紙。数枚重ねて紙おむつくらいの大きさ

に端からくるくると丸めて敷くと、中身をまとめ易くなります。
★自宅トイレが使えない！外での避難生活に
◎家屋の倒壊などで屋外での避難生活をする場合は、簡易トイレ

を作る必要があります。
・しっかりした硬さの段ボールやゴミ箱、バケツなどで作る。
・筒形のゴミ箱やバケツなど高さが低い場合は、下にブロックを敷

くなどして座れる高さに調節しましょう。 女性防災ネット昭和

トイレを我慢すると慢
性疾患の悪化、体調を
崩したり、エコノミー
クラス症候群など命に
かかわってきます。一
日の回数が食事より多
いので、安価で手軽に
簡易トイレを作れると
健康被害を軽減するこ
とができますね。
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あとがき
　

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ち
は
春
一
色
。
町

内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
桜
が
咲
き
誇
り
、
鮮
や
か
に

春
を
彩
り
ま
す
。
ま
ち
で
は
「
さ
く
ら
祭
り
」
と

し
て
、
町
内
２
カ
所
の
桜
並
木
で
提
灯
の
飾
り
つ
け

を
し
て
い
ま
す
。
今
月
の
表
紙
は
、
そ
の
ひ
と
つ
で

あ
る
諏
訪
神
社 

霞
堤
（
河
西
区
）
の
夜
桜
で
す
。

日
中
の
鮮
や
か
な
桜
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
て
、
提
灯
に
照
ら
さ
れ
た
桜
が
幻
想
的
な
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
ま
す
。
心
地
よ
く
肌
を
な
で
る
夜
風

か
ら
は
、
さ
わ
や
か
な
春
の
香
り
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
も
息
抜
き
に
、
春
風
に
当
た
り
な
が
ら

お
花
見
散
歩
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式

ツ
イ

ッ
タ

ー
　

https://tw
itter.com

/show
atow

n チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　いちごといえば大きなハウス
でいちご狩りをしているところ
が思い浮かびます。昔、昭和
町では畑の土に小さなビニール
をかけ、露地でいちごを育てて
いる光景がよく見られました。
その頃のいちごは４～６月に旬
を迎え、いちごは昭和町の春の
食べ物の代表でした。今ではハ
ウス栽培が発達し、クリスマス
ケーキに間に合うよう12月から
収穫され、５月までスーパー等
の店頭に並んでいます。冷凍で
売られているいちごは輸入品が
ほとんどですが、夏や秋には生
鮮の状態でスーパーに売られて
いることもあります。
　皆さんもいろいろないちごを
楽しんでください♪

いちごの旬は春？冬？

濃厚ないちごのゼリー

レシピ提供　河西地区食生活改善推進員

◆ 作り方
①	いちごは洗ってヘタをとり、一口大に切ります。
②	グラニュー糖と半量のいちごを耐熱ボウル等
に入れて混ぜ、30分程おきます。

③	②を電子レンジで600W２分加熱し、レモン汁
を加えてさらに30秒加熱し、ゼラチンを加え
て混ぜます。

④	③に残りのイチゴを加えて混ぜ、氷水にあて
て少しトロミがつくまで混ぜます。

⑤	器に等分に入れ、冷蔵庫で冷やします。

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 材料（４人分）
・いちご ………… 280ｇ
・グラニュー糖 … 40ｇ

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！掲載者にはわが家だけ
4 4 4 4 4

の特別表紙をプレゼント！
お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、ご両親の名前、連絡先、コメント（50 文字以内）とともに、
ご自慢のお子さんのお写真を広報にお寄せください！

申し込み先　昭和町役場 企画財政課（☎ 275-8154）　kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

令和４年８月１0 日生（女の子）
（父）豊 さん（母）亜里沙 さん（西条新田）

二反田 悠
ゆ の

乃 ちゃん

お喋り上手な悠乃ちゃん。
たくさんお話しようね♪

・レモン汁 ……… 大さじ１
・顆粒ゼラチン … 5ｇ
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